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撹拌翼位置（高さ）が従来のオーバル型３枚後退翼
よりも低い位置となっている。このため，従来翼よ
り少液量撹拌が可能である。
3. 1. 2　ツインスターの特長
　以下にツインスターの特長を示す。
１）図５に示すように，ツインスター翼ではオーバ
ルファウドラー翼では混合不可能な，撹拌槽呼称
容量の３ ％程度の液量から混合可能である。
２）オーバル型３枚後退翼の1.4～２倍の混合性能
を有する。（同一の混合時間とすれば，1/2以下の
動力となり，省エネ化が可能）
　　また，オーバル型３枚後退翼の50～80 ％の動力
で粒子の均一浮遊および液滴の分散が可能である。
３）シンプルな形状であり，洗浄性が良好である。
　　また，センターマンホールからの挿入が可能で
あるため，よりサニタリー性の高い密閉型の撹拌
槽への取り付けが可能である。
　　なお，オーバル型３枚後退翼との互換性があ
り，既存の撹拌翼の改造にも対応できる。
　ツインスターは優れた撹拌性能と少液量対応から
オーバル型３枚後退翼に替わる汎用撹拌翼として多
数の納入実績を有している。
3. 2　ファーマグラス「PPG」
　GMP仕様が要求される医薬産業用機器に対して
は，従来とは異なった GL機器の特性が要求されて
いる。とくに洗浄性の向上や，機器のアルカリ洗浄
のための酸アルカリ交互使用時の耐食性向上など，
医薬のみならず，電子材料，ファインケミカル分野
においても新しい性能を持つグラスが必要となって
きている。
　当社においても，GL機器の用途が，大型機器を
必要とする従来の石油化学，樹脂工業などから，中
小型機器が中心の医薬，ファインケミカル分野へと
移り変わっている現状を踏まえ，PWG社（独）と
の技術提携により2003年10月より日本国内で PPG
の販売を開始した。
3. 2. 1　PPGの特長
１）明るく見やすいライトブルーカラー
　これまで，グラスライニングのグラスの色は濃紺
色が標準色で，ユーザの要求により白色も製作して
きた。標準色の濃紺色の場合，缶内が暗く，覗き窓
から缶内が観察しづらく，また，白色の場合は，内
容物が白色であることの多い医薬品などで容器洗浄
後のグラス面への付着が確認しづらいという欠点が
みられた。PPGのライトブルーカラーについては
次のような点が考慮されている。

 a） 欧州でのユーザ調査の結果，ライトブルーカ
ラーと同系色の製品が見られなかったこと。

 b） 淡色の製品のグラス面への付着でもコントラ
ストがよく，付着状況がはっきりわかること。

 c） 従来の暗い缶内と比較して格段に缶内が明る
く缶内の視認性が改善されること。

　その結果，洗浄後のグラス壁面への付着物の有無
の認識が確実におこなえるようになった。PPGグ
ラスと従来のグラス #9000のグラス色の対比を図６
に示す。
２）洗浄性の向上
　PPGはグラスの軟化流動性を向上させることによ
り，従来のグラス表面より滑らかなグラス表面を実
現している。従来のグラスと比較して PPGにはミ
クロなレベルでの微小なうねり，へこみが少ない。

図４　ツインスターの形状

図６　従来標準グラス＃9000（左）と PPG（右）

オーバル型３枚後退翼 ツインスター
図５　少液量撹拌の比較
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これにより，付着物の減少が期待でき，付着物の洗
浄プロセスにおけるダウンタイムが期待できる。
　現在では医薬用途以外でも採用されるケースが増
加しており，納入後の顧客評価も高い。
3. 3　ECOGL II
　GL製反応機におけるグラス層は絶縁物であるた
め，電気抵抗率の高い有機溶媒や粉粒体などの内容
物を撹拌した場合，撹拌や沈降等の摩擦によって静
電気が発生し，大きな帯電が生じる。帯電が一定以
上になると沿面放電が発生し，グラス層が破壊する
静電気障害が報告されている。静電気に起因する放
電は GL機器の損傷を引き起こすだけにとどまら
ず，放電によって内容物が爆発する危険性があり，
安全上の大きな問題である。
　当社では，グラスに導電性を付与した，グラスと
して「ECOGL」を，また，ECOGLの色相を薄色と
することで視認性を高めた「ECOGL II」を上市した。
　ここでは「ECOGL II」について，その特長を紹
介する。
3. 3. 1　ECOGL IIの耐静電気性能
　ECOGL IIの「帯電防止性」と「耐放電破壊性」
について述べる。
　帯電防止性とは，GL製反応機内で発生した静電
気を緩和する性能を意味するものであり，これを評
価した結果を図７に示す。
　図７より ECOGL IIの15 kV，30 s印可後の帯電
圧は1 500 V以下で，帯電圧が半減するまでの時間
は2.0 sと，高い帯電防止性を有していることがわ
かる。
　次に，耐放電破壊性についてであるが，上述のよ
うにグラス面の帯電を防止したとしても，内容物の
絶縁性が高い場合，内容物の帯電を完全に防止する
ことは不可能である。大きな帯電が発生するような
使用状況においては，内容物から静電気放電が発生
して，GL層が絶縁破壊するよう事例がある。この
ような，内容物から放電が発生した場合の耐放電破
壊性を評価した結果を図８に示す。
　図８より，標準グラスが±30 kVのインパルス電
圧印可時に絶縁破壊するのに対し，ECOGL IIは，
±50－60 kVと高く，優れた耐放電破壊性を有して
いることが分かる。
　このように，ECOGL IIは静電気の帯電を防止す
る効果が大きいだけでなく，万一放電が発生した場
合にも絶縁破壊しにくい優れた耐静電気性能を有し

ている。
む　す　び
　めまぐるしく変化する市場のニーズをいち早くキ
ャッチする情報力と，そのニーズに合った商品を開
発する開発力に加え，実現の可能性とそれによる効
果のバランスを見極める判断力が必要不可欠である
が，それぞれに共通してもっとも必要なことは，ス
ピードである。
　そのためには，既存の技術を応用し，市場のニー
ズに適合させることも非常に重要な手法である。
　今後も新たな技術の開発だけでなく，既存の技術
を応用し，市場のニーズにスピーディに応えていく
よう，努力する。
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図７　ECOGL IIの帯電減衰曲線

図８　各グラスの放電破壊電圧
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